
大台ヶ原山 

期 日： 2023 年 4 月 24 日(月)  天候：曇 

コース： 大台ヶ原駐車場 11:35→12:05 展望台→12:15 日出ヶ岳→12:30 展望台→12:55

正木嶺→1315 正木ヶ原→13:25 尾鷲辻→13:35 牛石ヶ原→13:40 シオカラ谷分岐

→13:50 大蛇嵓→14:05 シオカラ谷分岐→14:30 シオカラ谷吊橋→15:20 大台ヶ原

駐車場 

参加者： AN、TA 

 

 近鉄大和八木駅前に前日泊し、22 日から今年度の運行が開始されたばかりの奈良交通の大台

ヶ原直通バスに乗って、大台ヶ原山の日帰り山行（ハイキング）に行ってきた。 

 

  

本日は曇り。多少肌寒い中、大台ヶ原駐車場を出発した。 東大台コースの登山口 

  西大台コースは環境保護のため事前予約制である 

 

  

 良く整備された階段上の道を 30 分ほどで 左に進路をとって 10 分ほど登ると 

登り切ると、尾根道に出る。尾鷲湾が展望できる 最高峰の日出ヶ岳山頂に着いた 

 

 

 

 

 

 



 

  

 日出ヶ岳山頂 山頂展望台の上からの風景 

 標高 1,695m 昨日登った大峰山（八経ヶ岳と弥山）が中央に見える 

 

  

 日本三代渓谷と呼ばれている、大杉谷方面 大杉谷方面には行かず、大蛇嵓（ぐら）方面へ 

 後方に見えるは尾鷲湾と遠方に志摩半島 所々に熊除けのベルが設置されている 

 

   

 正木嶺 正木ヶ原への下り 

 尾鷲湾が良く見渡せる 立ち枯れの木々は伊勢湾台風で折れたものだそうだ 

 

 

 



 

  

 正木ヶ原から正木嶺を見上げる 牛石ヶ原 

 伊勢湾台風により木々が折れ、山が禿げている 神武天皇像 

 

  

 大蛇嵓 順番を待ち、慎重に先端へ移動 

落差 1000m の谷に突き出している岩の上である 迫力満点 

 

  

 帰りは分岐からシオカラ谷周回コースへ シオカラ谷吊橋 

出発遅れのため、標準コースタイムより若干遅れ ここが本コースで一番低いところ 

気味ではあったが、かなり余裕を見たタイムであ 分岐より標高差で約 180m 下る 

ることが分かったので、こちらのコースを選択 駐車場へはまた同じくらい登る 

 



 

  

 大峰山（八経ヶ岳と弥山）が見えた ミツバツツジ 

 

  

 苔むした岩の谷 駐車場に帰って来た 

 

以上 


